
施策番号Ⅶ－５－１

戦傷病者、戦没者遺族等に対して、援
護年金の支給、療養の給付等の援護
を行うこと

平成２５年７月１１日

厚生労働省社会・援護局



国と雇用関係又はこれに類似する特別の関係にあった者（軍人、軍属、準軍属）が、公務等に
より負傷・罹病又は死亡したことに対し、国が国家補償の精神に基づき使用者の立場から補償。

目的

【軍人】
【軍属】

・戦地勤務の雇員、よう人
・満鉄職員 等

【準軍属】
・国家総動員法による被徴用者
・軍の要請による戦闘参加者 等

障害年金
障害の状態になった戦傷病者本人に給付

※受給者数：１，６３３人（平均年齢84.44歳）
9,729,100円～743,000円
（障害の程度による）

遺族年金
遺族給与金

配偶者等の遺族に対して給付
※受給者数：１０，１９０人（平均年齢91.04歳）

1,966,800円～335,000円
（公務性の程度による）

弔慰金
配偶者等の遺族に対して給付（一時金）

※受給者数２，０８５，１１７人（累計）
50,000円（一律）

対象者

給付内容

戦傷病者戦没者遺族等援護法に基づく支援について

※ 受給者数は、平成２５年３月末現在

援護法の対象恩給法（軍人恩給）の対象
※ただし、弔慰金は対象となる

軍人のうち、恩給法の非該当者
（内縁の妻等）のみ援護法の対象



昭和館の概要

昭和館は、戦没者遺族に対する援護施策の一環として、戦没者遺族を始めと

する国民が経験した戦中・戦後の国民生活上の労苦を後世代の人々に伝えてい

くために、厚生労働省が平成１１年３月に開設した国立の施設である。

昭和館においては、常設展示室における実物資料の展示等を行うとともに、

特別企画展を毎年開催している。また、図書・映像・音響資料の閲覧事業、関

連情報提供事業等についても併せて行っている。

１ 施設の概要

(1) 場所

東京都千代田区九段南１－６－１

(2) 開館時間等

開館時間：午前１０時～午後５時３０分（入館は午後５時まで）

休 館 日：月曜日（祝日又は振替休日の場合はその翌日）、

１２月２８日～１月４日

(3) 面積・構造

敷地面積：２，１３８㎡

構 造：地上７階 地下２階 高さ 約４１．８ｍ鉄骨造一部鉄骨鉄筋

コンクリート造（延床面積８，５１４㎡（２階広場を含む。))

(4) 竣工 平成１０年１２月２５日

(5) 開館 平成１１年 ３月２７日

２ 予算額

(1) 総経費（建設費等） １２３億円

(2) 平成２５年度予算 ４３１百万円（運営費）

３ 運営

財団法人日本遺族会に運営を委託している。

なお、設置主体である厚生労働省に「運営有識者会議」（座長 坂巻 熙

淑徳大学名誉教授）を、また、運営主体である財団法人日本遺族会に「運営専

門委員会」（委員長 宮脇岑生 流通経済大学教授）を設置し、両委員会の意

見を聴きながら、公平かつ中立的な運営を図っている。



しょうけい館の概要

１ 設置目的

しょうけい館は、戦傷病者及びその妻等が体験した戦中・戦後の労苦に係る資料及

び情報を収集し、保存し、展示することにより、後世代にその労苦を伝えることを目

的とする。

２ 主な事業

(1) 展示事業

「戦地における労苦」と「復員後の労苦」に係る実物資料や情景展示を行う。

(2) 資料収集事業

戦傷病者とその家族が体験した労苦を伝える資料（実物資料、文献図書、写真、

体験証言ビデオ等）の所在調査と収集。

(3) 情報の提供・発信事業

館が収集・調査した資料、内外の文献図書情報、証言映像などを情報提供する。

３ 施設の概要

(1) 場 所 東京都千代田区九段南１－５－３共同ビル２号館

(2) 展示面積 ６９８㎡（１階３３８㎡ ２階３６０㎡）

※施設は民間ビルを借り上げたものであり、新たに施設を建設したものではない。

４ 開館

平成１８年３月２０日（一般公開は３月２１日から）

５ 施設利用者数

延べ８６２，５７５人（開館から平成２５年５月末現在）

６ 予算額

(1) 設置経費 ４億３，２００万円

(2) 平成２５年度予算額 １億６，２００万円（運営・事業経費）

７ 運営

現在は財団法人日本傷痍軍人会に運営を委託しているが、同法人は平成25年11月末

に解散する予定であるため、同年12月以降のしょうけい館の運営については、新たに

公募等で選定する民間団体等に委託することとしている。


